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名 古 屋 シ ミ ズ

富 国 生 命 ビ ル
名古屋市中区丸の内一丁目16番15号

構造／鉄筋コンクリート造16階建て（一部
          鉄骨造）
延床面積／47,963.16㎥
竣工／2024年3月
木材使用量／

1階エントランスホール 45.91㎥
 16階コワーキングスペース38.12㎥
主な使用樹種／スギ、ヒノキ、カラマツ
施主／清水建設株式会社

富国生命保険相互会社
清水総合開発株式会社

設計・施工／清水建設

写真撮影：株式会社エスエス 彦坂武徳▲１階エントランスホール

▲16階コワーキングスペース

24

ふ こ く

多 様 な 働 き 方 に 応 え る
超 環 境 配 慮 型 オ フ ィ ス

清水建設・富国生命保険・清水総合開発 の共
同事業として誕生した、多様な働き方に 応える
環境に配慮した大規模オフィス。

1階のエントランスホールには、三重県産のヒ
ノキ・スギなどの地場産材を使用し、森林再生
や地域産業の振興、環境負荷の低減に寄与して
いる。ビルに入った瞬間に木の香りが広がり、
外部まで連続する重厚感のある木質天井が印象
的。高さの異なる木製ベンチや止まり木を設け
ることで、姿勢や滞在時間に応じて自然に選べ
る設えとし、休憩や立ち話、軽作業などに対応
する自由度の高い共用スペースを形成している。

最上階には、テナント入居者が利用可能な共
用ラウンジと会議室を設置。天井には長野県産
カラマツを用いた格子梁を採用し、木の質感と
構造美が融合した、高級感とスタイリッシュさ
を兼ね備えた空間を演出している。


